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本発表では，電子線励起アシスト光学顕微鏡(Electron beam excitation-assisted optical microscope: 

EXA顕微鏡)で非染色の細胞構造を高分解能で観察した結果について報告する．EXA顕微鏡では，

電子線照射により蛍光薄膜内の微小な領域のみでカソードルミネッセンス(CL)を励起し，この微

小な CL スポットで試料を走査することによって，観察像を取得する[1, 2]．膜表面における CL

光源のスポットサイズは数十 nmであるため，EXA顕微鏡は回折限界以下の空間分解能での試料

観察を実現する．また，EXA顕微鏡では高い空間分解能に加え，非染色状態での生体試料観察が

可能である[2]．  

図 1には非染色 HeLa細胞について，EXA顕微鏡で観察した結果である．図 1より，繊維状の

アクチンやミトコンドリアといった細胞構造を非染色状態で観察することに成功した．また，ア

クチンやミトコンドリアに加え， 細胞核や仮足，細胞内顆粒も同時に観察された．本研究では，

構造を染色した細胞の蛍光画像と EXA画像の比較結果を基に，非染色細胞の構造を特定した．図

2(a)には別の HeLa 細胞の EXA 顕微鏡画像を示す．図 2(a)において，矢印で示した細胞内顆粒に

ついての強度プロファイルを図 2(b)に示す．図 2(b)より，細胞内顆粒の大きさは 82 nmであり，

回折限界以下の高い空間分解能で細胞構造を観察することに成功した． 
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図 1 非染色 HeLa 細胞の

EXA顕微鏡観察結果 

図 2 (a) HeLa細胞の細胞内顆粒観察結果，(b)細胞内顆粒の強度

プロファイル取得結果．半値全幅は 82 nm． 
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